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人が躍動する　交流と共生のまち

【写真】力を込めておいしいおもちを（香住地区公民館もちつき大会）
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近年、スキーを近場で楽しむ傾向がありま
す。3町が合併しましたので、ぜひ香住や村岡
の方にも来ていただきたいと思います。
各スキー場が特徴も規模もサービスも違い

ます。1つのスキー場だけでなく、全体が盛り
上がっていかないと意味がないと思います。
アトラクションやイベントなどソフト面を

充実させて、お客さんを楽しませたいと思い
ます。

この春に「ニューおじろ」から「おじろ」へと
改称し、初めて迎えるシーズンです。近年、客
層が多様化し、それに伴いサービスも充実さ
せてきました。合併により松葉ガニも堂々と
地元のカニとして売り出せます。
町内にスキー場が4つとなりにぎやかになり
ました。4スキー場はライバルではなく、いわ
ば「同志」。お互いに刺激しあって、町を盛り
上げていきたいと思います。

“手軽に、気軽に来られるスキー場”“安全・

安心で清潔なスキー場”をモットーに、サービ

スの原点を忘れないように心がけています。合

併を機に、特に海辺に住む皆さんには、山の

遊びを知っていただくとともに、山の魅力を

満喫していただきたいです。これからも地元

に根付いたスキー場として、町民の皆さんに

満足していただけるサービスを提供します。

鉢伏山の頂上から民宿街まで3,500メートル

を一気に滑走できる爽快感は、ハチ北ならで

はのだいご味。関西圏ではトップクラスのス

ケールで初心者から上級者まで幅広いニーズ

にお答えできます。今シーズンからキッズパ

ークプラス券を新設し、ムービングベルトを

増設しますますパワーアップしました。ご家

族でお越しください。

12
月
　
一
斉
に
ス
キ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
突
入

11
月
の
香
美
町
は
松
葉
ガ
ニ
の
解
禁
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
始
め
ま
し
た
。

12
月
に
は
町
内
の
4
ス
キ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
カ
ニ
と
ス
キ
ー
、
香
美
町
の
冬
の

2
大
観
光
資
源
が
い
よ
い
よ
そ
ろ
い
ま
す
。

今
回
は
本
格
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
各
ス
キ
ー
場
の
関
係
者
に
抱
負
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

………町内4スキー場に聞く　今期の目標と抱負………

鉢伏開発観光株式会社
ハチ北事務所長
石原　静夫さん

スカイバレイスキー場
支配人

今岡　秀毅さん

おじろ観光協同組合
代表理事組合長
水間富司雄さん

ミカタスノーパーク
支配人

田野　公大さん

12月1日、町内のスキー場のトップを切って
行われたハチ北高原スキー場の安全祈願祭

おじろスキー場

スカイバレイスキー場

ミカタスノーパーク

ハチ北高原スキー場

【ハチ北高原スキー場】 【スカイバレイスキー場】

【ミカタスノーパーク】【おじろスキー場】
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合併記念特別講演会
「まちづくり　地域づくり」

11月20日、香住区中央公民館で前兵庫県知事、貝原俊民さんを講師にお迎
えし、「まちづくり　地域づくり」と題した合併記念特別講演会を開催しまし
た。
新町誕生から約8カ月、新町の一体感の醸成を目指してさまざまな事業を展

開してきましたが、長らく兵庫県政に関わってこられた貝原さんの視点で香
美町のまちづくりに提言をいただきました。ここにその要旨を掲載します。

1
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

教
訓
を
生
か
す

こ
れ
か
ら
団
塊
の
世
代
が
定
年

を
迎
え
ま
す
が
、
定
年
後
ふ
る
さ

と
へ
帰
っ
て
暮
ら
し
た
い
人
が
多

い
。
今
ま
で
は
「
農
村
か
ら
都
市

へ
」
が
大
き
な
流
れ
で
し
た
。
し
か

し
10
年
前
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
都
市
の
脆
さ
が
露
呈
し
、
都
市

生
活
に
不
安
を
持
つ
人
が
増
え
た

こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
都
市

か
ら
農
村
へ
と
い
う
動
き
に
な
る

で
し
ょ
う
。
こ
の
流
れ
を
ま
ち
づ

く
り
に
ど
う
い
う
形
で
取
り
入
れ

た
ら
良
い
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

2
、
地
方
分
権

明
治
時
代
は
強
力
な
中
央
集
権

体
制
で
国
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

戦
後
、
地
方
分
権
の
動
き
も
出

て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
国
が

地
方
を
統
括
す
る
体
制
は
一
時
的

な
も
の
と
す
る
予
定
が
ず
っ
と
今

ま
で
続
い
て
き
ま
し
た
。
住
民
サ

ー
ビ
ス
は
住
民
に
身
近
な
と
こ
ろ

で
住
民
の
参
加
、
意
思
決
定
を
経

て
行
う
と
い
う
の
が
本
来
の
姿
。

現
在
の
地
方
分
権
が
加
速
さ
れ
て

き
た
の
は
平
成
に
入
っ
て
か
ら
で

す
。政

治
改
革
、
財
政
改
革
、
行
政

改
革
。
地
方
の
問
題
は
地
方
の
人

た
ち
が
選
ん
だ
ほ
う
が
良
い
と
い

う
流
れ
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

３
、
新
し
い
「
公
」
の
創
出

震
災
を
契
機
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
活
発
化
や
N
P
O
法
人
の

制
度
化
な
ど
、
日
本
人
の
意
識
に

か
な
り
の
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
官
と
民
、
公
と
私
。

官
が
公
、
民
が
私
を
担
う
と
考
え

が
ち
で
し
た
。
明
治
以
来
、
分
業

制
と
も
い
え
る
シ
ス
テ
ム
で
動
い

て
き
ま
し
た
が
、
住
民
自
体
が
自

分
の
こ
と
と
し
て
努
力
を
し
て
い

け
ば
官
は
も
っ
と
効
率
的
に
仕
事

が
で
き
ま
す
。

官
が
行
う
「
公
的
領
域
」
と
民
が

行
う
「
私
的
領
域
」
の
間
に
は
「
公

共
的
領
域
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

だ
れ
が
担
当
す
る
の
か
。
公
と
私

が
互
い
に
協
力
し
て
補
完
し
あ
い

な
が
ら
担
当
し
て
い
く
社
会
を
作

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

4
、
市
町
村
合
併

日
本
は
今
ま
で
明
治
、
昭
和
、

平
成
の
大
合
併
を
経
験
し
ま
し
た
。

本
来
、
住
民
自
治
の
観
点
か
ら

い
う
と
小
さ
い
町
の
方
が
や
り
や

す
い
。
し
か
し
、
人
口
1
万
人
以

下
の
自
治
体
の
9
割
が
、
税
収
が

総
予
算
の
1
割
未
満
で
、
人
件
費

が
税
収
よ
り
多
い
。
消
防
、
ゴ
ミ
、

し
尿
処
理
な
ど
は
広
域
化
し
て
い

て
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
限
界
に

き
て
い
ま
す
。

以
上
の
4
点
か
ら
考
え
る
と
、

こ
れ
か
ら
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

住
民
に
一
番
身
近
な
こ
と
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
解
決
す
る
。
そ
こ

で
解
決
で
き
な
い
こ
と
を
市
町
村

が
解
決
す
る
。
こ
う
い
う
シ
ス
テ

ム
で
な
い
と
本
当
の
住
民
自
治
が

生
ま
れ
な
い
し
、
心
の
通
い
合
っ

た
福
祉
、
教
育
、
防
犯
・
防
災
が

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

本
来
、
大
か
ら
小
へ
動
く
べ
き

自
治
制
度
が
小
か
ら
大
へ
動
い
て

い
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
、
市
町
村

よ
り
規
模
の
小
さ
い
自
治
組
織
が

法
制
度
と
し
て
あ
っ
て
良
い
の
で

は
な
い
か
。
そ
こ
か
ら
地
域
自
治

区
制
度
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
は
国
、
都
道
府
県
、
市

町
村
の
３
層
制
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
国
（
外
交
、
防
衛
な
ど
純
粋
な

国
家
事
業
の
み
）
、
道
州
、
市
町

村
、
地
域
自
治
組
織
の
4
層
制
が

望
ま
し
い
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
住
民
に
身

近
な
と
こ
ろ
へ
下
ろ
す
こ
と
で
コ

ス
ト
も
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
が
兵
庫
県
の
農
林
水
産
部
長

を
し
て
い
た
昭
和
57
年
に
旧
香
住

町
で
第
2
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く

り
大
会
を
、
知
事
時
代
の
平
成
6

年
に
旧
村
岡
町
で
第
45
回
全
国
植

樹
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

海
と
山
の
全
国
大
会
を
（
現
在
）

一
つ
の
町
で
や
っ
た
。
こ
の
こ
と

が
香
美
町
の
魅
力
を
端
的
に
表
し

て
い
ま
す
。
矢
田
川
の
川
上
と
川

下
が
一
つ
の
町
に
あ
る
。
両
方
の

魅
力
を
兼
ね
備
え
た
珍
し
い
町
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
香
美
町
は

す
ば
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
で
き

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

今
ま
で
こ
の
地
域
は
人
が
減
る

と
い
う
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
先
に
述
べ
た
現
象
か
ら

人
口
が
増
え
る
と
い
う
社
会
情
勢

が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ

か
ら
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

香
美
町
が
今
ま
で
以
上
に
責
任

を
持
っ
て
自
分
た
ち
の
こ
と
は
自

分
た
ち
で
で
き
る
よ
う
な
時
代
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
住
民
の
役

割
が
大
き
く
な
っ
て
き
つ
つ
あ
り
、

住
民
自
身
の
精
神
的
な
幸
せ
、
充

実
感
を
も
た
ら
す
こ
と
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

住
民
自
治
に
は
地
域
自
治
区
が

活
動
の
拠
点
に
な
り
ま
す
。
香
美

町
は
、
全
国
的
な
モ
デ
ル
と
し
て

注
目
さ
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
が
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
視
点

を
大
事
に
し
て
立
派
な
香
美
町
を

作
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
　
4
つ
の
視
点

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
必
要
性

香
美
町
の
ま
ち
づ
く
り
へ



まちづくり・行政・教育の情報環境整備と情報通信網の地域格差解消のため

『地域イントラネット』を整備します

情
報
通
信
網
の

地
域
格
差
解
消
の
た
め
に
…

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
普
及
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パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
普
及
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
様
々
な
情
報
の
入
手
や
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
簡
単
に
行
え
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
情
報
社

会
の
急
速
な
発
展
の
中
、
町
と
し
て
も
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
学
校

で
の
情
報
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
今

年
度「
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備
事
業
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
民
間
通
信
事
業
者
に
よ
る
情
報
通
信
網
は
、
一
部
地
域
で
A

D
S
L
（
高
速
通
信
）
サ
ー
ビ
ス
の
恩
恵
が
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
、
都
市

部
と
の
格
差
が
あ
り
、
町
と
し
て
も
こ
の
格
差
解
消
の
た
め
「
地
域
イ
ン

ト
ラ
ネ
ッ
ト
」
整
備
に
よ
り
、
民
間
通
信
事
業
者
に
よ
る
“
個
人
向
け
光

フ
ァ
イ
バ
サ
ー
ビ
ス
”の
早
期
展
開
が
図
ら
れ
る
よ
う
対
策
を
始
め
ま
し

に
よ
り
、
手
軽
に
様
々
な
情
報
が

入
手
で
き
る
時
代
に
な
り
ま
し
た

が
、
町
内
の
一
部
地
域
で
A
D
S

L
サ
ー
ビ
ス
の
恩
恵
が
受
け
ら
れ

な
い
な
ど
、“
個
人
向
け
光
フ
ァ
イ

バ
サ
ー
ビ
ス
”
が
急
速
に
普
及
し
て

い
る
都
市
部
と
の
格
差
が
広
が
り

つ
つ
あ
り
、
町
と
し
て
も
何
ら
か

の
手
立
て
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ

ル
を
借
り
上
げ
る
こ
と
で
町
内
の

光
フ
ァ
イ
バ
網
を
拡
充
し
、
民
間

通
信
事
業
者
独
自
で
は
困
難
で
あ

っ
た
個
人
向
け
光
フ
ァ
イ
バ
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
、
い
よ
い
よ
現
実
化
し
て

き
て
い
ま
す
。

来
春
に
は
、
町
内
の
概
ね
75
パ

ー
セ
ン
ト
の
世
帯
を
対
象
に
民
間

通
信
事
業
者
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
が

開
始
さ
れ
、
順
次
、
提
供
範
囲
が

拡
大
さ
れ
る
予
定
で
す
。

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
と
は
…

現
在
香
美
町
内
に
お
い
て
も
、

国
道
な
ど
主
要
道
路
沿
い
に
は
民

間
通
信
事
業
者
に
よ
る
光
フ
ァ
イ

バ
ケ
ー
ブ
ル
が
敷
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
町
で
は
、「
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ

ッ
ト
基
盤
施
設
整
備
事
業
」
に
よ

り
こ
れ
ら
の
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ

ル
を
借
り
上
げ
る
ほ
か
、
Ａ
Ｄ
Ｓ

Ｌ
を
利
用
し
て
、
役
場
、
地
域
局
、

学
校
、
公
民
館
な
ど
、
町
内
公
共

施
設
52
カ
所
を
結
ぶ
情
報
通
信
（
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
）
基
盤
を
整
備
し
ま

す
。こ

れ
を
利
用
し
て
、
観
光
施
設

な
ど
に
「
情
報
提
供
端
末
」
や
「
ラ

イ
ブ
カ
メ
ラ
」
を
設
置
し
ま
す
。

光ファイ
バ

を利用し
た
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個
人
向
け
光
フ
ァ
イ
バ

サ
ー
ビ
ス
の
メ
リ
ッ
ト
は
…

多
く
の
家
庭
が
A
D
S
L
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
ま

す
が
、
基
地
局
か
ら
の
距
離
が
遠

い
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
り
、
通
信
速
度
が
遅
い

地
域
も
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
の
欠
点
を
カ
バ
ー
す
る
も
の

と
し
て
、
個
人
向
け
光
フ
ァ
イ
バ

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
光
フ
ァ

イ
バ
は
A
D
S
L
よ
り
も
高
速
、

大
容
量
の
通
信
環
境
を
得
ら
れ
る

の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
や

電
子
メ
ー
ル
利
用
の
ほ
か
、
テ
レ

ビ
映
像
の
配
信
サ
ー
ビ
ス
、
I
P

電
話
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
幅
広
い
利

活
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
な
る
情
報
環
境
整
備
、

通
信
網
整
備
の
た
め
に
…

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
整
備

に
よ
り
、
今
後
は
そ
の
情
報
通
信

基
盤
を
活
用
し
た
各
種
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

個
人
向
け
光
フ
ァ
イ
バ
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
も
順
次
開
始
の
予
定
と

な
り
ま
し
た
が
、
町
内
全
域
が
同

様
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
民
間
通
信
事
業
者
に
対
し
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
範
囲
の
拡
大
を
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

『
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
』
で
何
が
で
き
る
の
？

①【行政情報提供システム】
行政情報をいろいろな場所で知ることができます…
パソコンや携帯電話で、町のホームページから行政情報を簡単に入手

することができるようになります。
さらに、老人福祉センターなど主な公共施設にタッチパネル方式の「情
報提供端末」を設置し、町からのお知らせや各種手続き方法などの行政
情報を入手しやすい環境づくりを行います。

②【住民ポータルサイト】
携帯電話やパソコンを利用

した住民同士の“情報交換”の
場を提供します…
町内には婦人会や老人会といった
団体、野球、サッカーなどのスポー
ツチーム、踊りや音楽などのグルー
プ、同級生の会など数多くの団体や
グループが活動を行っています。

これらの団体やグループがこのシステムを利用し、「予定表」「掲示
板」「回覧板」などの機能により、団体内やほかの団体との情報交換が
できるようにします。これにより、今までの文書や電話での連絡手段
のほかに、携帯電話やパソコンを利用した情報交換の手段が増え、団
体代表者の負担軽減を図ることができます。

③【情報教育支援システム】【学校間交流システム】
学校での情報教育環境を充実します…
町内の学校を光ファイバによるインターネット接続環境に整備します。あわせて児
童・生徒が有害なホームページを閲覧することを防ぐ環境を整備し、情報教育におけ
る問題解消に役立てることができます。
また、町内の学校が相互に接続されることにより、映像を通して学校同士の情報交
換や交流授業ができるようになる学校間交流システムを導入し、他校の児童・生徒と
の交流の場を提供することにより、情報教育環境の充実を図ります。

④【観光地情報案内システム】
香美町の観光情報を発信します…
美しい山、川、海を有する香美町の観光
映像を発信するため、夕陽百選に選ばれた
海岸（今子浦）や鮎の住む清流・矢田川（道
の駅）、さらにスキー場の景観が望める観
光施設にライブカメラを設置し、町のホー
ムページ上でこれら観光資源のライブ映像
を配信することができるようになります。
また、観光施設などに設置した「情報提

供端末」で、観光客が簡単に観光情報を入
手できる環境づくりを行います。
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平成17年　香美町のできごと

・
村
岡
町
地
域
案
内
セ
ン
タ
ー
完
成
、
下
水
道
作
山
処
理
区
供
用
開
始
／

9
日
　
香
住
町
、
村
岡
町
、
美
方
町
各
町
成
人
式
／
11
〜
13
日
　
第
57
回

兵
庫
県
高
校
総
体
ス
キ
ー
競
技
会
、
第
50
回
兵
庫
県
中
学
校
ス
キ
ー
選
手

権
大
会
／
20
日
　
美
方
町
と
兵
庫
県
立
大
学
環
境
人
間
学
部
の
連
携
・
協

力
に
関
す
る
協
定
式

5
〜
6
日
　
第
5
回
兵
庫
県
雪
合
戦
大
会
／
19
日
　
第
2
回
か
す
み
の
四

季
を
詠
う
短
歌
・
俳
句
祭
／
20
日
　
ミ
カ
タ
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
雪
祭
り
、
ゴ

ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ
／
26
日
　
ハ
チ
北
ス
キ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
ド
ル
フ
ィ
ン
カ
ッ
プ
／
27
日
　
ハ
チ
北
高
原
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大

会6
日
　
ふ
る
さ
と
み
か
た
冬
ま
つ
り
、
第
4
回
か
す
み
か
に
感
謝
祭
／
10

〜
11
日
　
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
・
ハ
チ
北
モ
ー
グ
ル
競
技
会
／
12
〜

13
日
　
ハ
チ
北
Ｃ
Ｕ
Ｐ
兵
庫
県
モ
ー
グ
ル
選
手
権
大
会
／
13
日
　
美
方
町

町
制
50
年
・
閉
庁
記
念
式
典
／
19
日
　
村
岡
町
合
併
50
年
、
村
岡
町
・
門

真
市
姉
妹
都
市
提
携
30
年
、
村
岡
町
閉
町
記
念
式
典
／
20
日
　
香
住
町
閉

町
式
／
27
日
　
地
域
高
規
格
道
路
「
香
住
道
路
」
、
県
道
「
香
住
バ
イ
パ

ス
」
開
通
／
31
日
　
熊
波
横
断
歩
道
橋
完
成

１
日
　
「
香
美
町
」
誕
生
・
開
庁
式
／
10
日
　
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
祭
り
／
20
日

香
美
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
設
立
／
28
日
　
ハ
チ
北
高
原
夏
山
開
き

3
〜
5
日
　
余
部
鉄
橋
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
／
3
日
　
第
5
回
全
国
し
ゃ
く

な
げ
公
園
ま
つ
り
／
4
日
　
第
18
回
小
代
渓
谷
ま
つ
り
／
15
日
　
香
美
町

長
・
町
議
会
議
員
選
挙
（
初
代
町
長
に
藤
原
久
嗣
氏
）
／
22
日
　
香
美
町
い

い
と
こ
探
検
バ
ス
ツ
ア
ー
、
新
緑
ま
つ
り
／
29
日
　
ひ
ょ
う
ご
森
の
祭
典

2
0
0
5
（
柤
大
池
公
園
）

5
日
　
香
美
町
消
防
団
出
初
式
／
12
日
　
第
13
回
み
か
た
残
酷
マ
ラ
ソ

ン
／
19
日
　
香
美
町
婦
人
会
設
立
／
21
日
　
地
域
水
産
加
工
技
術
セ
ミ
ナ

ー・
地
域
協
議
会
、
行
財
政
改
革
検
討
委
員
会
、
医
療
体
制
検
討
委
員
会
、

若
者
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
が
始
動
／
3
日
　
兵
庫
県
知
事
選
挙
／
10
日

美
方
郡
文
化
協
会
芸
能
の
つ
ど
い
／
17
日
　
香
美
町
誕
生
記
念
式
典
（
町

平成17年　香美町のできごと
平成17年は香住町、村岡町、美方町が香美町へと生まれ変わった節目の年でした。旧町への

愛惜と新町への期待が入り交じった年だったのではないでしょうか。
この1年の旧3町、香美町の主なできごとを年表形式で振り返ります。
今年は皆さんにとってどんな1年だったでしょう。

こんなことがありました

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

香り高く美しいまち「香美町」がスタート【4月】

地域高規格道路「香
住道路」で交通体系
が大きく変化【3月】

森の祭典で丸太切りに
挑む選手たち【5月】
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章
デ
ザ
イ
ン
発
表
）
／
18
日
　
涼
風
ま
つ
り
（
但
馬
高
原
植
物
園
）
／
23
日

第
15
回
矢
田
川
ま
つ
り
／
23
〜
24
日
　
第
28
回
香
住
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
／

25
日
〜
8
月
12
日
　
町
内
10
会
場
で
町
政
懇
談
会
／
29
日
　
香
住
海
岸
が

「
日
本
の
夕
陽
百
選
」
に
認
定
／
30
日
　
大
阪
府
門
真
市
と
の
姉
妹
都
市
提

携
宣
言
式
、
第
28
回
ふ
る
さ
と
小
代
祭
り

6
日
　
村
岡
ふ
る
里
ま
つ
り
、
余
部
鉄
橋
夕
涼
み
ま
つ
り
／
7
日
　
真
夏

の
雪
合
戦
大
会
／
27
〜
28
日
　
美
方
つ
ち
の
こ
探
検
／
28
日
　
第
25
回
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
（
香
美
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

・
香
り
高
く
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
運
動
推
進
本
部
が
始
動
／
4
日
　
香
美

町
い
い
と
こ
探
検
バ
ス
ツ
ア
ー
／
11
日
　
衆
議
院
議
員
選
挙
／
9
日
　
お

じ
ろ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
21
／
10
日
〜
11
日
　
山
陰
海
岸
魅
力
体

験
ツ
ア
ー
／
16
日
　
小
代
区
老
人
福
祉
大
会
／
17
日
　
心
ふ
れ
あ
う
町
民

の
つ
ど
い
（
小
代
区
総
合
セ
ン
タ
ー
）
／
18
日
　
第
4
回
か
す
み
商
工
ま

つ
り
／
21
日
　
第
1
回
香
美
町
子
牛
品
評
会
（
前
期
の
部
）
／
22
日
　
村

岡
区
老
人
福
祉
大
会
／
23
日
　
美
方
郡
消
防
操
法
大
会
／
24
日
　
第
17
回

香
住
潮
風
マ
ラ
ソ
ン
大
会
／
25
日
　
第
8
回
村
岡
ダ
ブ
ル
フ
ル
ウ
ル
ト
ラ

ラ
ン
ニ
ン
グ
／
29
日
　
香
美
町
障
害
者
（
児
）
ス
ポ
ー
ツ
大
会

2
日
　
日
本
食
原
点
3
点
セ
ッ
ト
発
売
記
念
イ
ベ
ン
ト
／
10
日
　
大
阪
で

香
美
町
フ
ェ
ス
タ
／
11
日
　
香
美
町
新
庁
舎
建
設
工
事
始
ま
る
／
29
日

香
美
町
総
合
防
災
訓
練
／
30
日
　
矢
田
川
桜
つ
つ
み
街
道
事
業
セ
レ
モ
ニ

ー
、
第
7
回
小
代
特
産
味
祭
り

3
日
　
秋
の
矢
田
川
紅
葉
祭
り
／
6
日
　
祝
！
か
す
み
松
葉
ガ
ニ
初
セ
リ

ま
つ
り
、
但
馬
高
原
植
物
園
紅
葉
ま
つ
り
／
11
日
　
第
1
回
香
美
町
子
牛

品
評
会
（
後
期
の
部
）
／
12
日
　
香
美
町
い
い
と
こ
探
検
バ
ス
ツ
ア
ー
（
香

住
区
対
象
）、
八
幡
山
芸
術
祭
／
13
日
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
工

事
始
ま
る
、
佐
津
カ
ニ
奉
納
ま
つ
り
／
19
日
　
香
美
町
い
い
と
こ
探
検
バ

ス
ツ
ア
ー
（
村
岡
区
・
小
代
区
対
象
）
香
美
町
観
光
連
絡
協
議
会
発
足
／

20
日
　
香
美
町
合
併
記
念
特
別
講
演
会
「
貝
原
俊
民
氏
」
／
27
日
　
香
美

町
健
康
づ
く
り
大
会
、
香
り
の
花
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
5

1
日
　
ハ
チ
北
高
原
ス
キ
ー
場
冬
山
開
き
安
全
祈
願
式
典
／
4
日
　
第
23

回
か
す
み
カ
ニ
場
ま
つ
り

8
月

9
月

12
月

11
月

10
月

日本の夕陽百選に認定された香住海岸に
沈む夕陽【7月】

姉妹都市を宣言した大阪府門真市の
ふる里門真まつりに参加【7月】

好評だった香美町いいとこ探検バスツア
ー【5月、9月、11月】 初代町長に藤原久嗣氏が当選【5月】

日ごろの訓練の成果を発揮、美方郡消防
操法大会【9月】

町章が披露された香美町誕生記念式典
【7月】
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矢
田
川
桜
つ
つ
み
街
道
事
業

5
0
0
本
の
植
裁
が
完
了

10
月
30
日
を
基
準
日
に
町
内
各

地
の
主
要
河
川
の
堤
防
沿
い
に
桜

を
植
栽
す
る
矢
田
川
桜
つ
つ
み
街

道
事
業
。

10
月
22
日
か
ら
約
3
週
間
に
わ

た
り
各
地
で
植
栽
を
行
い
ま
し
た

が
、
11
月
13
日
の
小
代
区
秋
岡
橋

周
辺
で
本
年
度
最
後
の
植
栽
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

地
元
区
民
を
中
心
に
苗
木
が
植

栽
さ
れ
、
こ
れ
で
予
定
し
て
い
た

5
0
0
本
の
桜
の
苗
が
町
内
に
植

え
ら
れ
ま
し
た
。

花
づ
く
り
に
興
味
を
持
っ
て

香
り
の
花
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
5

11
月
27
日
、
香
美
町
健
康
づ
く

り
大
会
（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）
と
同
時

開
催
で
香
り
の
花
フ
ェ
ス
タ
2
0

0
5
が
開
か
れ
ま
し
た
。

花
づ
く
り
の
楽
し
さ
と
技
術
を

学
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
、

県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
の
宮
垣

義
巳
さ
ん
に
よ
る
花
づ
く
り
講
習

や
寄
せ
植
え
実
習
、
町
内
の
個

人
・
団
体
な
ど
が
育
て
た
美
し
い

花
々
が
会
場
を
飾
り
、
来
場
者
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

木
を
植
え
て
魚
を
殖
や
す

ふ
る
さ
と
香
住
塾
植
樹
事
業

小
代
区
秋
岡
で
植
樹
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
ふ
る
さ
と
香
住
塾

（
吉
川
邦
夫
塾
長
、
34
人
）
が
、
11

月
13
日
に
本
年
度
の
植
樹
を
行
い

ま
し
た
。

平
成
9
年
か
ら
行
っ
て
い
る
植

樹
活
動
に
は
、
同
塾
の
塾
生
だ
け

で
な
く
、
地
元
秋
岡
の
人
た
ち
や

活
動
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
参
加
。

ブ
ナ
な
ど
広
葉
樹
の
苗
木
、
4

2
0
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

天
然
記
念
物
の
二
世
た
ち

今
子
浦
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
へ

養
父
市
大
屋
町
に
あ
る
国
の
天

然
記
念
物
「
樽
見
の
大
桜
」
の
種
か

ら
育
て
た
苗
木
が
、
11
月
22
日
、

今
子
浦
の
地
権
者
で
構
成
す
る
香

住
今
子
浦
開
発
組
合
（
寺
川
保
久
組

合
長
）
の
役
員
や
町
職
員
の
手
で
、

香
住
区
境
の
今
子
浦
フ
ァ
ミ
リ
ー

パ
ー
ク
内
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
苗
は
、
3
年
も
の
の
エ
ド

ヒ
ガ
ン
で
、
町
が
進
め
る
矢
田
川

桜
つ
つ
み
街
道
事
業
の
趣
旨
に
共

感
し
た
樹
木
医
の
宮
田
和
男
さ
ん

（
朝
来
市
）
が
、
自
宅
で
育
て
た
苗

を
町
へ
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

将
来
の
名
所
が
完
成

緑
の
少
年
団
の
桜
植
樹

11
月
21
日
、
村
岡
区
大
糠
の
「
な

か
よ
し
の
森
」
で
緑
の
少
年
団
に
よ

る
桜
の
苗
木
（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
）
の

植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

香
美
町
緑
の
少
年
団
の
う
ち
、

村
岡
区
内
の
児
童
で
構
成
さ
れ
る

緑
の
少
年
団
は
、
平
成
7
年
か
ら

桜
の
咲
く
山
、
桜
の
名
所
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
植
樹
活
動
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
同
少
年
団
は
、
2

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
に
約
4
0
0

本
を
植
え
る
と
い
う
計
画
を
立
て

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
当

初
の
計
画
を
達
成
、
今
回
が
最
後

の
植
樹
と
な
り
ま
し
た
。

「
香
美
町
を
自
然
豊
か
な
町
に
」
矢
田
川
桜
つ
つ
み
街
道
事
業
を
始

め
と
し
て
町
の
自
然
を
豊
か
に
し
よ
う
と
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

11
月
中
に
植
樹
、
植
栽
、
花
づ
く
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
町
内
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

桜
つ
つ
み
街
道
に
続
け

植
樹
、
植
栽
、
花
づ
く
り
で
自
然
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り



季
節
の
移
ろ
い
は
早
い
も
の
で
、
は

や
師
走
と
な
り
ま
し
た
。

赤
・
黄
・
緑
と
、
色
と
り
ど
り
の
織

り
な
す
す
ば
ら
し
い
景
色
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
た
山
々
の
紅
葉
も
終
わ
り
を
告

げ
、
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
も
間
近
か
と
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
山
に
は
ス
キ
ー

客
が
、
海
辺
に
は
カ
ニ
す
き
客
が
と
、

ま
さ
に
観
光
の
ま
ち
香
美
町
が
、
多
く

の
人
た
ち
で
一
番
活
気
づ
く
季
節
で
す
。

村
岡
区
の
「
ハ
チ
北
高
原
」「
ス
カ
イ

バ
レ
イ
」
小
代
区
の
「
お
じ
ろ
」「
ミ
カ

タ
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
」と
、
町
内
に
そ
れ
ぞ

れ
特
色
を
も
つ
4
つ
も
の
ス
キ
ー
場
を

有
す
る
香
美
町
は
、“
カ
ニ
の
ま
ち
”
に

匹
敵
す
る
“ス
キ
ー
の
ま
ち
”で
も
あ
り

ま
す
。

蘇
武
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
て
、
一
段

と
交
通
が
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

京
阪
神
か
ら
の
多
く
の
人
た
ち
に
、

日
中
は
変
化
に
富
ん
だ
ス
キ
ー
場
で
思

い
っ
き
り
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
、
夜
は
本
場
の
カ
ニ
す
き
で
、
ま
た

但
馬
牛
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
で
ゆ
っ
く
り

と
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
け
る
、
そ
ん
な

多
彩
な
資
源
を
も
つ「
香
美
町
」を
、
町

民
あ
げ
て
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
こ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

香
美
町
長

こ
ん
に
ち
は
　
町
長
で
す

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
間
近
か

9

あ
な
た
の
健
康
　
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

香
美
町
健
康
づ
く
り
大
会
を
開
催

11
月
27
日
、
香
住
区
中
央
公
民
館
で
香
美
町
健
康
づ
く
り
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
み
な
ぎ
る
元
気
　
地
域
へ
広
げ
る
　
健
康
な
ま
ち
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
健
康
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
体
験
や
知
識
が
学
べ
る
大
会
で
し
た
。

当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
来
場
し
、
自
分
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
の
た
め
の
体
操
な
ど

で
体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

あなたは大丈夫？健康チェック

パネル展示で愛育班やいずみ会の活動を紹介

いずみ会が作った健康食は無料で配られました

トランポビクスやチェアエクササイ
ズで体力づくりを、足や足爪の手入
れで健康な体を

楽しいお話が好評だった神戸
大学、山口泰雄教授の講演会
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行政トピックス
来
年
9
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
工
事
始
ま
る

建
て
、
延
べ
床
面
積
3
、
5
7
5
平

方
メ
ー
ト
ル
、
敷
地
面
積
は
8
、
9

5
3
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

工
事
費
は
約
8
億
2
、
4
0
0
万

円
、
用
地
取
得
費
や
設
備
費
・
設

計
費
を
含
め
た
総
事
業
費
は
約
10

億
8
、
0
0
0
万
円
で
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
む
ら
お

か
こ
ぶ
し
園
」
は
、
町
が
用
地
を
取

得
し
、
施
設
整
備
は
国
県
交
付
金

と
町
負
担
金
を
受
け
て
み
か
た
こ

ぶ
し
の
里
（
吉
田
二
雄
理
事
長
）
が

行
い
ま
す
。

施
設
は
一
部
地
下
構
造
の
平
屋

安全祈願祭でのくわ入れ

子
ど
も
大
好
き
な
歌
の
お
兄
さ
ん

と
あ
そ
ぼ
う
！

ロ
ケ
ッ
ト
く
れ
よ
ん

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

保
育
士
経
験
の
あ
る
2
人
組

「
ロ
ケ
ッ
ト
く
れ
よ
ん
」
が
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
歌
や
手
遊
び
で
み
ん
な

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

■
と
き
　
12
月
17
日
（
土
）

午
後
1
時
開
場
、
午
後
1
時
30

分
開
演
（
1
時
間
半
程
度
）

■
と
こ
ろ

村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
駐
車
は
、
村
岡
地
域
局
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
入
場
無
料

■
演
奏
曲

♪
く
れ
よ
ん
バ
ス
に
の
っ
て

チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
流
れ
星
☆

な
か
ま
　
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

高
井
子
育
て
･
子
育
ち

支
援
セ
ン
タ
ー

1
0
7
9
6
・
94
・
0
4
0
2

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
埋
立
地
に

サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
を
設
置

現
在
、
香
住
区
香
住
で
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
香
住
海
岸
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
計
画
の
埋
立
地
に
こ
の

た
び
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

11
月
27
日
、
設
置
を
記
念
す
る

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
藤
原
町

長
や
地
元
の
香
住
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が

出
席
。

始
球
式
で
は
、
真
新
し
い
ゴ
ー

ル
め
が
け
て
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
ま

し
た
。

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
使
用
に
つ
い
て

団
体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
使
用
を
希
望
す
る
場
合

は
、
役
場
総
務
部
企
画
課
（
1
0
7

9
6
・
36
・
1
1
1
1
）
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

始球式でゴールめがけてシュート！

特別養護老人ホーム完成予想図

入
所
定
員
は
長
期
入
所
50
人
、

短
期
入
所
10
人
で
す
が
、
居
室
は

す
べ
て
15
平
方
メ
ー
ト
ル
（
約
9

畳
）
程
度
の
個
室
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
入
所
申
し
込
み
の
受
け

付
け
は
、
来
年
７
月
ご
ろ
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
整
備
を
目
的
に
、
旧
村
岡

町
当
時
か
ら
旧
高
齢
者
生
き
が
い

基
金
促
進
委
員
会
を
中
心
に
町
へ

の
寄
附
金
募
集
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
11
月
末
ま
で
で
町
内
外
か

ら
8
0
4
件
、
4
、
3
0
0
万
円
余

り
の
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

村
岡
区
に
整
備
さ
れ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
む
ら
お
か
こ
ぶ
し
園
」の
起
工
式
が
11
月
15
日
に
整
備
予

定
地
で
行
わ
れ
、
整
備
主
体
の「
社
会
福
祉
法
人
み
か
た
こ
ぶ
し
の
里
」や
町
、
工
事
関
係
者
な
ど
約
40
人
が

出
席
し
て
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

香
美
町
と
し
て
最
初
の
成
人
式

を
3
区
合
同
で
開
催
し
ま
す
。

当
日
式
典
会
場
に
は
家
族
席
を

用
意
し
ま
す
。
ご
家
族
の
人
も
お

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き

平
成
18
年
1
月
8
日
（
日
）

午
後
1
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ
　
香
住
区
中
央
公
民
館

■
対
象
者

昭
和
60
年
4
月
2
日
〜
昭
和
61

年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人
で
以

下
に
該
当
す
る
人

・
現
在
香
美
町
に
住
所
を
有
し
て

い
る
人

・
香
美
町
内
の
小
・
中
学
校
に
在

学
し
た
こ
と
が
あ
る
人

※
対
象
者
に
は
11
月
下
旬
に
案
内

状
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
案
内

状
が
届
か
な
い
時
は
12
月
14
日
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
送
　
迎

村
岡
区
、
小
代
区
の
人
は
、
当

日
、
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

香
住
区
中
央
公
民
館

1
0
7
9
6
・
36
・
3
7
6
4

村
岡
区
中
央
公
民
館

1
0
7
9
6
・
98
・
1
3
6
6

小
代
区
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
　

1
0
7
9
6
・
97
・
3
9
6
6

平
成
18
年
成
人
式
を
香
住
区
中
央
公
民
館
で
開
催

ご
利
用
く
だ
さ
い
身
体
障
害
者
相
談

兵
庫
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

身
体
障
害
者
相
談
員
が
ご
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。
身
体
の
障
害
な

ど
に
よ
っ
て
お
困
り
の
人
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
の
内
容

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、
医

療
、
年
金
、
税
金
な
ど

■
相
談
方
法
　
面
談
、
電
話

■
身
体
障
害
者
相
談
員
（
敬
称
略
）

牧
田
　
　
清
（
香
住
区
余
部
）

1
0
7
9
6
・
34
・
0
4
3
4

橋
本
　
　
清
（
香
住
区
森
）

1
0
7
9
6
・
36
・
2
0
6
1

西
村
　
正
行
（
香
住
区
相
谷
）

1
0
7
9
6
・
38
・
0
9
6
8

田
中
　
　
力
（
村
岡
区
口
大
谷
）

1
0
7
9
6
・
96
・
0
4
2
1

岡
田
　
幸
次
（
村
岡
区
板
仕
野
）

1
0
7
9
6
・
94
・
0
1
9
0

諏
訪
　
孝
子
（
村
岡
区
熊
波
）

1
0
7
9
6
・
95
・
0
2
5
9

井
上
　
正
一
（
小
代
区
広
井
）

1
0
7
9
6
・
97
・
3
1
2
2

11
月
22
日
、
香
美
町
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
を
設
立
し
ま

し
た
。
こ
の
協
議
会
は
、
虐
待
を

受
け
て
い
る
疑
い
の
あ
る
子
ど
も

や
非
行
児
童
な
ど
保
護
の
必
要
性

が
あ
る
児
童
の
早
期
発
見
や
適
切

な
保
護
を
行
う
た
め
、
児
童
福
祉

に
関
係
す
る
機
関
や
団
体
が
情
報

交
換
や
支
援
内
容
を
協
議
し
、
町

内
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
健

や
か
に
成
長
す
る
よ
う
に
支
援
し

て
い
く
会
議
で
す
。

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課
に
事

務
局
を
置
い
て
、
代
表
者
会
議
の

ほ
か
、
随
時
、
個
別
支
援
会
議
を

開
催
。
児
童
虐
待
の
防
止
や
早
期

発
見
、
早
期
対
応
、
啓
発
活
動
な

ど
を
行
い
ま
す
。

【
香
美
町
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
構
成
員
】

兵
庫
県
豊
岡
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
、
兵
庫
県
浜
坂
健
康
福
祉
事

務
所
、
兵
庫
県
香
住
警
察
署
、
兵

庫
県
浜
坂
警
察
署
、
美
方
郡
医
師

会
、
香
美
町
社
会
福
祉
協
議
会
、

香
美
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協

議
会
、
香
美
町
健
康
福
祉
部
、
香

美
町
教
育
員
会
、
公
立
香
住
総
合

病
院
、
そ
の
ほ
か
の
関
係
者

■
問
い
合
わ
せ
先

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課

1
0
7
9
6
・
36
・
1
1
1
1

香
美
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
を
設
置

町
職
員
人
事
異
動

（
12
月
1
日
付
、
カ
ッ
コ
内
は
旧
職
）

【
主
査
級
】

健
康
福
祉
部
町
民
課

浅
田
　
雅
代

（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
）

【
技
能
労
務
職
】

村
岡
地
域
局
産
業
建
設
課

<

総
務
部
総
務
課
兼
務>

石
井
　
昭
男
（
総
務
部
総
務
課
）

暮らしの中で、家庭や学校、地域社会などで
の人権に関する困りごと、心配ごとはありませ
んか。
法務大臣から委嘱を受けた人権擁護委員が皆
さんのご相談をお受けします。お気軽にお越し
ください。
相談は無料、秘密は厳守します。
村岡会場では、神戸地方法務局豊岡支局職員
も一緒にご相談に応じます。

■とき・ところ
・12月13日（火） 香住老人福祉センター
・12月14日（水） 村岡老人福祉センター
・12月21日（水） 小代高齢者生活支援センター

「いこいの里」
※いずれも午後1時30分～4時
■問い合わせ先
役場健康福祉部町民課　10796・36・1111
村岡地域局健康福祉課　10796・94・0321
小代地域局健康福祉課　10796・97・3111

特設人権相談所を開設します

介護保険による要介護認定を受けている人は、
平成17年分の所得税、町県民税の申告にあた
り、特別障害者控除、障害者控除を受けること
ができます。
この控除を受けるためには、障害者控除特別
対象者認定書交付申請書を提出していただき、
障害者控除対象者認定を受けることが必要です。

■申請受付・問い合わせ先
健康福祉部福祉課介護保険係 10796・36・4345
村岡地域局健康福祉課　10796・94・0321
小代地域局健康福祉課　10796・97・3111

要介護認定を受けた人は
障害者控除対象者認定が受けられます

■対象者
・障害者控除…「要介護度1、2、3」の人
・特別障害者控除
…「要介護度4、5」の人
…「要介護度3」で、寝たきり度ランクＢ以
上か認知症ランクⅢ以上の人
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Town News
まちの話題

香
美
の
牛
は
や
っ
ぱ
り
す
ご
い

上
田
伸
也
さ
ん
の
雌
牛
が

名
誉
賞

10
月
27
日
、
丹
波
市
春
日
町
で
開
催
さ
れ

た
「
第
87
回
兵
庫
県
畜
産
共
進
会
」
で
、
上
田

伸
也
さ
ん
（
村
岡
区
宿
）
の
雌
牛
「
こ
う
ふ
く

3
の
5
」
が
黒
毛
和
種
種
牛
の
部
で
最
高
位
の

名
誉
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

明
治
42
年
に
県
内
の
畜
産
業
振
興
を
目
的

と
し
て
始
ま
っ
た
「
兵
庫
県
畜
産
共
進
会
」
に

は
県
内
各
地
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
1
1
4
頭

が
参
加
。

香
美
町
か
ら
は
6
頭
が
出
場
し
、
上
田
さ

ん
の
名
誉
賞
の
ほ
か
に
も
、
黒
毛
和
種
種
牛

の
部
で
中
村
健
治
さ
ん
（
小
代
区
東
垣
）
の
雌

牛
「
み
や
な
か
」
が
最
優
秀
賞
2
席
に
、
藤
原

敏
和
さ
ん
（
小
代
区
神
水
）
の
雄
牛
「
萩
福
」
が

雄
の
中
で
の
最
高
位
に
当
た
る
最
優
秀
賞
4

席
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
香
美
町

内
の
農
家
が
好
成
績
を
納
め
ま

し
た
。

上
田
さ
ん
は
、「
理
想
と
す
る

体
型
に
近
づ
け
る
こ
と
を
意
識

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
牛
に
合
わ

せ
た
飼
養
管
理
を
行
う
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
牛
を
育

て
て
15
年
に
な
り
ま
す
が
、
何

年
た
っ
て
も
初
心
を
忘
れ
ず
、

“
但
馬
牛
”
に
誇
り
を
持
っ
て
、

自
分
が
納
得
で
き
る
良
質
な
牛

を
育
て
て
い
き
た
い
で
す
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

名誉賞に選ばれた「こうふく3の5」と上田さん

11
月
13
日
、
佐
津
地
区
公
民
館
広
場
で
恒
例

の
「
カ
ニ
奉
納
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
佐
津
観
光
協
会
（
亀
村
敏
明
会
長
、
42

人
）
が
毎
年
、
カ
ニ
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
時
に
開

催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
も
大
勢
の
宿
泊
客

ら
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
空
ク
ジ
な
し
の
抽
選
会
や
、
焼

き
イ
カ
・
甲
羅
酒
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
、
ぜ
ん
ざ

い
や
海
産
物
販
売
の
テ
ン
ト
が
並
ん
だ
ほ
か
、

か
に
の
ぬ
い
ぐ
る
み
2
体
も
登
場
し
、
ま
つ
り

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
関
係
者
で
神
事
を
執
り
行
い，

今
シ

ー
ズ
ン
の
観
光
業
の
繁
盛
を
祈
り
ま
し
た
。

地酒「香住鶴」の甲羅酒も振舞われました
（佐津地区公民館）

秋
晴
れ
の
会
場
で
カ
ニ
シ
ー
ズ
ン
幕
開
け

佐
津
で
カ
ニ
奉
納
ま
つ
り

11
月
20
日
か
ら
27
日
に
か
け
て
、
村
岡
区
大

糠
の
道
の
駅
村
岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
で
、
香

美
町
観
光
写
真
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
合
併
記
念
香
美
町
い
い
と
こ
大
発
見
」
と
銘

打
た
れ
た
写
真
展
は
、
村
岡
観
光
協
会
が
香
美

町
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
も
ら
お
う
と
作
品
を

一
般
募
集
、
観
光
地
や
名
所
な
ど
80
点
が
会
場

に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

観
光
客
だ
け
で
な
く
地
元
の
人
た
ち
も
訪
れ

四
季
折
々
に
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
見
せ
る
町
内
の

風
景
に
魅
入
っ
て
い
ま
し
た
。

3区の魅力的な風景が一堂に会した展示会場

香
美
町
の
美
し
い
風
景
が
一
堂
に

フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
で
観
光
写
真
展
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日
本
の
夕
陽
百
選
の
宿
に
指
定
さ
れ

て
い
る
国
民
宿
舎
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ン

今
子
浦
」
に
、
11
月
、
日
本
海
を
眼
下

に
見
渡
せ
る
風
呂
付
き
の
部
屋
が
で
き

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
施
設
を
運
営
す
る
㈱
香
住

観
光
公
社
が
お
客
様
に
素
晴
ら
し
い
今

子
浦
の
景
色
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
7
つ
あ
っ
た
3
階
北
側
客
屋
を
5

部
屋
に
減
ら
し
、
う
ち
4
部
屋
に
は
風

呂
を
整
備
、
さ
ら
に
各
部
屋
に
ト
イ
レ

を
付
け
た
も
の
。

こ
れ
に
よ
り
部
屋
の
お
湯
に
浸
か
り

な
が
ら
、
冬
に
は
雪
景
色
が
、
ま
た
夏

に
は
漁
火
や
夕
陽
な
ど
が
楽
し
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

風
呂
か
ら
絶
景
味
わ
っ
て

国
民
宿
舎
に
展
望
風
呂
4
室
が
完
成

風呂に浸かりながら夕陽や漁火が楽しめます
(ファミリーイン今子浦)

高
齢
者
や
子
育
て
中
の
母
親
な
ど
へ
の
声
か
け
、
訪
問
活
動
を
行
う
愛
育
班
活

動
。
こ
の
た
び
町
内
か
ら
小
代
区
愛
育
班
（
長
瀬
美
津
子
代
表
班
長
、
75
人
）
が
、

（
財
）
日
本
公
衆
衛
生
協
会
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

小
代
区
愛
育
班
は
、
美
方
町
時
代
の
昭
和
60
年
に
結
成
。
現
香
美
町
内
の
愛
育
班

の
中
で
最
も
早
く
か
ら
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
30
代
〜
80
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢

層
が
班
員
で
、
地
域
の
声
か
け
活
動
の
ほ
か
、
子
育
て
中
の
若
い
母
親
と
の
交
流
活

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
育
児
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
に
関
し
て
、
長
瀬
代
表
班
長
は
「
賞
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
つ
の
成
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
の
活
動
は
貴
重
な

も
の
。
ぜ
ひ
ほ
か
の
人
に
も
愛
育
班
に
入
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

日
常
生
活
の
中
で
赤
ち
ゃ
ん
と
接
す

る
機
会
が
少
な
く
な
っ
た
思
春
期
の
生

徒
た
ち
に
、
父
性
や
母
性
を
育
み
な
が

ら
命
の
尊
さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、

11
月
7
日
に
村
岡
中
学
校
、
25
日
に
兎

塚
中
学
校
、
30
日
に
射
添
中
学
校
で
子

育
て
体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
参
加
し
た
の
は
、
村
岡
区
内
の

中
学
3
年
生
67
人
。
お
母
さ
ん
た
ち
か

ら
赤
ち
ゃ
ん
の
抱
き
方
や
あ
や
し
方
、

お
む
つ
交
換
の
仕
方
な
ど
を
一
つ
ひ
と

つ
丁
寧
に
教
わ
り
な
が
ら
、
積
極
的
に

育
児
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

兎
塚
中
学
校
の
山
根
千
尋
君
は
「
親

戚
以
外
の
赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
う
機
会

が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
心
が
和
み
ま
し

た
。
突
然
泣
き
出
し
た
と
き
は
ど
う
し

よ
う
か
と
焦
っ
て
大
変
で
し
た

が
、
泣
い
て
い
る
表
情
も
と
て
も

か
わ
い
か
っ
た
で
す
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加

し
た
森
井
真
大
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ

ん
の
陽
子
さ
ん
（
村
岡
区
萩
山
）

は
、「
す
ば
ら
し
い
体
験
だ
と
思

う
の
で
、
こ
の
よ
う
な
機
会
が
た

く
さ
ん
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま

す
。
お
母
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
命

を
大
切
に
し
て
親
孝
行
を
し
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

見
習
い
パ
パ
・
マ
マ
？

子
育
て
体
験
教
室

ほら、赤ちゃん笑ってね（兎塚中学校）

長
年
の
地
道
な
活
動
に
栄
誉

小
代
区
愛
育
班
に
全
国
表
彰

日ごろの声かけが地域の連携を深めます
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香美町役場本庁舎　　　　　　36・1111

〃　　　南庁舎　　　　　　39・2053

〃　　　村岡地域局　　　　94・0321

〃　　　小代地域局　　　　97・3111

香美町教育委員会　　　　　　94・0101

〃　　　　香住分室　　36・3764

〃　　　　小代分室　　97・3966

公立香住総合病院　　　　　　36・1166

公立村岡病院　　　　　　　　94・0111

香住地域福祉センター　　　　36・4345

香住老人福祉センター　　　　36・5008

村岡老人福祉センター　　　　98・1000

小代高齢者生活支援センター　97・2202

（全ての施設の市外局番：0796）

◆
主
な
連
絡
先
◆

㈱蔵平水産

㈲西増商店

ＢＡＲ凸凹

㈱香住自動車教習所

小林水産運輸㈲

社会福祉法人香寿会

〃

寺田ガス㈱

日本交通株

但馬ディーゼル㈲

清水工業㈲

㈲小谷工務店

香住食研㈱

㈲ＴＥＳ

㈱ヤマニ水産

マルヨ食品㈱

㈱香住観光公社

〃

大城建設㈱

〃

㈱梅津商店

公立村岡病院

ビック㈱

㈱西村工務店

㈲ハバタック

鉢伏開発観光㈱

美岡工業㈱

ヨシオカテクノ㈲

村瀬医院

㈱田野工務店

㈱大城土建

〃

㈲谷川工務店

〃

社会福祉法人みかたこぶしの里

事務員

水産加工員

店長候補

教習指導員

運転手（長距離）

看護職員

介護職員

営業・配送係

タクシー乗務員

機械整備工員

電気工事施工管理技士

土木施工管理技士

食品製造

警備員

事務員

ルート営業

フロント係

接客係

重機オペレータ

土木施工管理技士

配達

調理員

裁断・縫製・検査・仕上げ

建築施工管理技士

自動車板金塗装

ホールスタッフ

旋盤オペレータ

旋盤オペレータ

薬剤師

建築大工

重機オペレータ

現場監督

土木技術者・作業員

建築大工

事務員

30～45

40以下

35以下

35以下

35以下

不問

不問

不問

不問

30以下

不問

不問

不問

不問

不問

40以下

不問

不問

不問

不問

不問

不問

不問

25～40

不問

18～30

不問

不問

50以下

不問

不問

不問

不問

不問

不問

1

2

1

1

1

1

2

2

2

1

1

1

3

20

1

1

1

1

1

1

1

1

3

1

1

2

10

5

1

1

1

1

2

2

2

事業所名 職　　種 年齢 人数

㈲西増商店

㈱ライフアート

〃

ライムライト

ＢＡＲ凸凹

亀村亀雄税理士事務所

ゴダイ㈱

㈱香住観光公社

㈱トヨダ

ニチレクコーポレーション㈱

デサントアパレル㈱

▼パート

求人情報
（平成17年10月21日～11月21日・順不同）

水産加工員

検品・仕上げ

縫製

接客係

調理スタッフ

会計業務

販売

接客係

商品陳列

接客係・駐車係ほか

資材事務

不問

55以下

55以下

20～35

35以下

45以下

35以下

不問

不問

不問

不問

2

1

1

2

1

1

3

3

2

8

2

ハローワーク香住（職業安定所）
10796・36・0137

最低賃金の件名（適用業種）

繊維工業、靴下製造業

塗料製造業

鉄鋼業

一般機械器具製造業

電気機械器具製造業、

情報通信機械器具製造業、

電子部品・デバイス製造業

輸送用機械器具製造業

計量器・測定器・分析機器

・試験機・測量機械器具製造業

各種商品小売業

自動車小売業

時間額

735円

838円

811円

800円

764円

834円

767円

743円

782円

（注）業務・年齢などにより産業別最低賃金の

適用が除外され兵庫県最低賃金が適用される

場合があります。

■問い合わせ先

兵庫労働局賃金課　1078・367・9154

兵庫県最低賃金改正のお知らせ
●地域別最低賃金（9月30日から）

●産業別最低賃金（12月1日から）

兵庫県最低賃金
時間額

679円

兵庫県住宅再建共済制度への加入はお済みですか

いつ起こるか分からない自然災害、住宅の備えは万全でしょうか。
震災の教訓を踏まえ、助け合いの精神に基づき、小さな負担で被災

時の大きな安心が得られる、兵庫県住宅再建共済制度にぜひご加入く
ださい。
この制度は、県内に住宅を所有
している人が、平常時に年5,000
円（初年度は月額500円）を負担
することで、全ての自然災害を対
象に、住宅が半壊以上の被害を受
けたときに、住宅を再建・購入し
た場合に600万円、補修した場合
に被害の程度に応じて50～200万
円、再建・購入・補修をしない場
合にも10万円を給付するもので
す。保険とは異なるため、既存の
地震保険などに加えて加入するこ
とも可能です。

●申込方法
県庁、県の出先機関、市役所

（町役場）、郵便局などにある加入
申込書に必要事項を記載のうえ、
郵送で申込みます。
●問い合わせ先 （財）県住宅再建共済基金　1078・362・9400

≪負担と給付≫
◆共済負担金　5,000円／年
（新規加入年度は500円／月）
◆共済給付金
・自然災害で半壊以上の被害を受け、
住宅を再建･購入した場合…600万円
・住宅を補修した場合
・全壊…200万円
・大規模半壊…100万円
・半壊…50万円
・それ以外で居住を確保した場合
…10万円

≪加入申込書配置場所≫
・県庁、県の出先機関、市役所（町役
場）、郵便局、金融機関（三井住友銀行、
東京三菱銀行、但馬銀行、みなと銀行、
池田銀行、信用金庫、信用組合、労働
金庫など）

メールで犯罪から身を守ろう
ひょうご防犯ネット

兵庫県警察本部では、パソコ
ン、携帯電話のメール機能を利用
して身近な犯罪情報、防犯情報を
リアルタイムで配信する「ひょう
ご防犯ネット」を立ち上げました。
メールアドレスを登録すると会員
あてに随時情報をお送りします。

●加入方法
パソコン・携帯電話からひょう
ご防犯ネットホームページへアク
セス（http://hyogo-bouhan.net/）し
て会員登録を行ってください。
●問い合わせ先
兵庫県警察本部生活安全企画課
1078・341・7441



※公立香住総合病院では、平成

17年12月29日～平成18年1月3

日の間、右の表のとおり医師が

当直します。また、表とは別に

内科医と外科医が待機して、必

要に応じて治療にあたります

が、小児科医は不在になりま

す。
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◆公立村岡病院臨時職員◆
s募集職種・人数
患者給食調理員…1人

s勤務形態
早出、遅出、日勤の交代制

s受験資格
35～50歳くらいで祝祭日勤務で

きる人
s採用予定日　平成18年4月1日
s応募期間
12月12日（月）～29日（木）必着

s応募方法
履歴書（市販用紙、写真貼付）、試
験結果通知用の封筒（宛名明記、80
円切手貼付）を公立村岡病院に郵送
か持参してください。
s試験日
平成18年1月13日（金）午後1時～

s試験方法　作文・面接
※1月下旬以降に本人に結果発表

s問い合わせ（応募）先
公立村岡病院管理課
10796・94・0111

◆町営住宅入居者◆
s募集戸数・規格
森住宅（香住区）

…2戸（2ＬＤＫ・3ＬＤＫ）
s家賃（所得などから算出)
18,200円～76,400円

s敷金　家賃の3カ月分
（共益費・浄化槽代は別途徴収）

◆製造事業所のみなさんへ
工業統計にご協力ください◆

製造事業所の実態を調査するた
め、12月31日現在で平成17年工業
統計調査を実施します。
今年12月から来年1月にかけて調
査員が事業所を訪問し、調査票への
記入をお願いしますので、ご協力く
ださい。
なお、調査票に記入していただい
た内容は、統計法に基づいて秘密が
厳守されます。正確な記入をお願い
します。
s問い合わせ先
役場総務部企画課
10796・36・1111

◆除雪作業に支障となる
電気柵などの撤去について◆

道路沿いの電気柵などが撤去され
ていない個所が見受けられます。
除雪作業に支障になりますので早
急に撤去してください。
撤去されない場合は、除雪作業に
より柵が破損しても責任を負いかね
る場合があります。
s問い合わせ先
役場建設部建設課
10796・39・2058

s入居時期　平成18年1月上旬
s入居条件
・現に住宅に困窮している人
・入居基準所得を超えない人（基準
所得は世帯構成により異なります）
・町税の滞納がない人
sそのほか
・重複申し込みは不可
・そのほかの条件は申し込み時に説明
s申込期限　12月16日（金）
（申し込み多数の場合は抽選）

s問い合わせ（申し込み）先
役場建設部建設課
10796・39・2058（直通）

◆（財）たんしん地域振興基金
平成18年度助成金交付希望団体◆
s助成対象
平成18年4月～平成19年3月まで

に、但馬地域で実施される非営利事
業で次に掲げるもの
①コミュニティ活動
文化芸術・スポーツの振興、社会
福祉の向上、自然環境保護など
②産業活性化の活動
産業技術の研究開発、商業・観光
業の振興、異業種交流など
s応募締切　平成18年2月28日（火）
s申し込み先
お近くの但馬信用金庫本店・支店

s問い合わせ先
（財）たんしん地域振興基金事務局

（但馬信用金庫本店内）
10796・23・1200

けいじばん
募　　集 そのほか

12月29日（木）

12月30日（金）

12月31日（土）

1月 1日（日）

1月 2日（月）

1月 3日（火）

整形外科医

外科医

内科医

内科医

外科医

泌尿器科医

公立香住総合病院

公立村岡病院

佐 津 診 療 所

兎 塚 診 療 所

川 会 診 療 所

原 診 療 所

兎塚歯科診療所

川会歯科診療所

小 代 診 療 所

休診

28日（水） 29日（金）～3日（火） 4日（水）

休診

平常診療平常診療

平常診療

平常診療

午前診療

平成18年1月平成17年12月

休診

平常診療

（136・1166）

（194・0111）

（138・0459）

（196・0012）

（195・0024）

（195・0802）

（196・0846）

（195・0223）

（197・2396）

町内公的医療機関
年末年始診療体制

休診休診

平常診療 平常診療

※公立香住総合病院と公立村岡病院では、休診期間中の救急患

者については対応します。

なお、表は11月末時点での予定ですので、変更になることが

あります。来院前に電話でお問い合わせください。
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0796

・
36
・
3
8
0
9

電子メール
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n
.m
ik
a
ta
-k
a
m
i.lg
.jp

ホームページ　　h
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w
w
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w
n
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.jp

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
8
号
）
平
成
1
7
年
1
2
月
8
日
発
行

■
発
行
／兵
庫
県
香
美
町
■
企
画
編
集
／総
務
部
企
画
課

香香 美美
名名所所 巡巡りり

Ｒ9

Ｒ482

至鳥取

至大阪・京都

ステーキハウス石楠花 
小代物産館 

前田周助翁・
田尻号顕彰碑 

編
集
後
記
「
日
々
雑
感
」

まちのうごき
（平成17年11月1日現在）

合　計　22,621人（－ 9）
男　　10,791人（＋ 5）
女　　11,830人（－14）
世帯数 6,962世帯（± 0）

カッコ内は前月比

気
が
つ
け
ば
早
12
月
。
年
を
重
ね
る
ご
と
に

1
年
の
過
ぎ
る
速
度
が
速
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

そ
ろ
そ
ろ
町
内
で
も
冬
本
番
に
備
え
て
、
冬
支

度
を
始
め
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
雪
囲
い
の
設
置
や
除
雪
車
の
点
検
・
試
運

転
、
消
雪
装
置
の
開
栓
、
樹
木
へ
の
こ
も
巻
き

な
ど
…
。
そ
ん
な
中
、
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
の
履

き
替
え
も
一
つ
の
冬
支
度
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

私
も
早
速
、
自
分
の
車
の
タ
イ
ヤ
を
履
き
替
え

ま
し
た
。
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
を
履
い
て
い
る
か
ら

と
い
っ
て
、
雪
道
で
事
故
を
起
こ
さ
な
い
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ノ
ー
マ
ル
タ
イ
ヤ
の

場
合
、
ス
リ
ッ
プ
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か

ら
、
か
え
っ
て
速
度
を
落
と
し
て
慎
重
に
運
転

を
し
よ
う
と
し
ま
す
の
で
、
案
外
安
全
運
転
で

走
行
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
「
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
だ

か
ら
大
丈
夫
」
と
ち
ょ
っ
と
ア
ク
セ
ル
を
踏
む

と
、「
ツ
ル
ッ
」
と
や
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
も

何
度
か
や
っ
て
し
ま
っ
た
う
ち
の
一
人
で
す
。

幸
い
、
対
向
車
も
後
続
車
も
い
な
い
状
況
で
し

た
が
、
だ
れ
も
い
な
い
か
ら
こ
そ
不
注
意
で
や

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
も
く
れ

ぐ
れ
も
事
故
の
無
い
よ
う
、
安
全
運
転
で
今
季

の
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

（
タ
ク
）

【写真上】国道482号沿いに建つ前田周助翁
顕彰碑（右）と田尻号顕彰碑
【写真下】名牛の誉れ高い田尻号

国道9号から小代区へ。区内の中心
部を通る国道482号に入ると、やがて
小代物産館、ステーキハウス石楠花
が見えてきます。その国道を挟んだ
向かい側の休憩所に2つの大きな石碑
があります。それが前田周助翁と田
尻号の顕彰碑です。
前田周助は現在の小代区水間生ま

れ。兵庫県で最も古い蔓牛「周助蔓」
を作り出し、小代産牛の基礎を築き
上げました。明治5年に亡くなるまで
牛の振興に尽くし、小代牛の名声を
高めました。その功績を称えて昭和
27年に顕彰碑が建立されました。
その顕彰碑と同時に建立されたの

が田尻号顕彰碑です。田尻号は小代
区貫田の田尻松蔵が育てた名牛で、
昭和14年4月10日生まれ。昭和30年
に老衰で死亡するまで優秀な母牛と
交配することで優秀な系統づくりに
使用されました。
田尻号の血統は1,000数百頭もの子

を残し、孫や曾孫にいたっては、全
国で約40万頭ともいわれています。
現在の兵庫県産雄牛はほとんどが田
尻号の子孫であり、血統における田
尻号の重さは絶大なものがあります。
「但馬牛の原産地」でもある香美

町。この大切な資源をまちづくりに
生かしていきたいものです。


